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研究成果の概要（和文）：現在、電子書籍化が盛んに進められ、制作過程等にもいろいろな変化が期待されているが、
現実にはディジタルフォーマットに代わっただけの変化しか見られない。本研究では、電子書籍化によって作り方も読
み方も大きく変わる可能性を持つマンガを対象として、ディジタルマンガの制作から検索、読書までの全過程を支援す
る手法とツールの開発を進めた。本研究では、研究代表者等が提案したマンガメタデータフレームワークを基盤として
、書誌情報からのFRBR第1グループの作品実体の同定技術、マンガオントロジーとそれを利用したアクセス支援ツール
、マンガ制作の上流工程を指向したマンガ制作支援のためのモデルとツールの開発を進めた。

研究成果の概要（英文）：Electronic book publishing is already widely accepted. Electronic books have 
large potential to change not only the format and media of books but also the production and reading 
styles. However, the changes in production and reading styles the electronic books are limited yet. This 
project which focuses on the production of manga, is aimed to develop a model and software tools to 
support the production process and use of manga in the digital environment. This project uses the Manga 
Metadata Framework (MMF), which is defined by the principal investigator and his colleagues as the base 
metadata model for manga and covers bibliographic information, structural features and intellectual 
entities. In this project, we have developed a set of software tools to help manga production in the 
early stages of the lifecycle of manga, a technology to identify Work instances of FRBR Group 1 entities 
using the bibliographic records, and an ontology for manga based on MMF to help access to manga.

研究分野：デジタルアーカイブ
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１．研究開始当初の背景 

マンガをはじめとして多様なジャンルでの
電子書籍化が盛んに進められ、制作過程にも
読書行動にもいろいろな変化が期待されて
いる。しかしながら、現実には紙の印刷物に
よる出版がディジタルフォーマットに代わ
っただけの変化しか見られない。EPUB に代
表される電子出版のためのフォーマットは
制作や読書といった活動を反映するには十
分ではなく、あくまで電子出版物のソースコ
ードと考えざるを得ない。かつて我国では、
マンガや小説の携帯電話配信という電子書
籍ビジネスで世界に先行していたが、世界的
にみると非常に特殊なビジネスでもあった。
平成 22 年には、総務省、文科省、経産省が
合同で電子書籍に関する議論のための懇談
会が設置され、日本固有の電子書籍技術と新
しい技術を整合させるための技術開発や、電
子書籍ビジネスの阻害要因を取り除くため
の制度整備等が進められた。研究代表者はこ
の懇談会の委員として多くを学ぶ一方、真に
新しい電子書籍制作や利用に関する議論が
進んでいないことも学んだ。 

そこで、本研究では、ディジタルマンガの
制作から検索、読書までの全過程を支えるメ
タデータのモデルを提案し、それをベースに
したディジタルマンガ制作の上流工程やネ
ット上での読書を支援するためのいくつか
のソフトウェアツールの試作を進めること
とした。本研究では、研究代表者等が本研究
に先立って定義したマンガメタデータフレ
ームワーク（MMF、図 1参照）と呼ぶマンガ
のためのメタデータの基本モデルを基盤と
した。MMF は、書誌記述のための基本モデ
ル で あ る IFLA の FRBR (Functional 
Requirements for Bibliographic Records) と、サ
ーバ型放送のためのメタデータの標準とし
て作られた TV Anytime を基礎として定義し
たもので、マンガの構造、書誌情報、さらに
関連する種々の知的内容を表現する要素か
らなっている（引用文献[1]）。本研究では
MMF をベースにしてソフトウェアツールを
試作することとして研究を開始した。 

２．研究の目的 

本研究に先立つ研究における経験から、デ
ィジタル環境で作られ配信されるマンガ（デ
ィジタルマンガ）の場合、制作から読書まで
がすべてネット上で行われるという特性を
より効果的に生かすことと、マンガに関する
いろいろなメタデータを有機的につなぎ、ネ
ット上で活用することの重要性に関する知
見を得た。この知見を基礎として、本研究で
は、以下の 3視点を中心に進めた。 

(1)  マンガ制作の上流工程支援: クリエ

ータ自身によるアイデア作り、編集者も交
えた構想づくり、ネームと呼ばれる読者が
読む作品形式の原型作りといったマンガ制
作の上流工程のモデル化とそれに基づく制
作支援ツール 

(2)  ディジタルマンガの読書環境： ネッ
トにつながったブラウザ上でのマンガを読
むためのツール 

(3)  ディジタルマンガの構成形式： 印刷
ベースのマンガとは異なる、ディジタルマ
ンガの特性に応じたマンガの構成形式の分
析 

３．研究の方法 

本研究では、前期の目的に沿って下記の 4つ
のテーマに基づく研究の遂行を計画した。 

(1)  マンガメタデータフレームワークの
基礎的研究： FRBR モデルの第 1 グルー
プ実体（Work, Expression, Manifestation, 
Item）の概念を利用したマンガ実体識別、
Linked Open Dataを基礎としたコンテンツ
間の結び付けやマンガに関わる知的内容を
表す実体を利用したマンガへのアクセスに
関する研究 

(2)  ディジタルマンガの構成形式の研究： 
マンガの構造的特徴に関して内容に基づく
表現方法と
それに基づ
く MMF の
記述能力に
関する研究 

(3)  マンガ
制作上の上
流工程支援
方法に関す
る 研 究 ： 
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（構想作りからネーム作りまで）に関する
モデルと、それに基づいて制作過程を支援
するツールに関する研究 

(4)  ディジタルマンガの読書環境に関す
る研究： ディジタル環境におけるマンガ
へのアクセスと読書の支援に関するモデル
とツールに関する研究 

４．研究成果 

以下に、先に挙げた 4つのテーマの研究に
関する成果について述べる。 

(1)  マンガメタデータフレームワークの基
礎的研究 

図書館等におけるマンガの書誌情報は、一
般的に、所蔵物である単行本単位や雑誌タイ
トル単位で作られる。その一方、利用者は、
所蔵資料の単位ではなく、「ドラえもん」や
「ドラゴンボール」といった作品の単位や、
作品の中のストーリーといった単位でマン
ガを参照することが多くある。利用者による
所蔵資料へのアクセス性を高めるには、作品
やストーリーの単位と所蔵資料の単位を結
び付けることが重要である。本研究では前者
を FRBR の第 1 グループの Work（あるいは
Expression ）、 後 者 を Item （ あ る い は
Manifestation）と結び付け、所蔵資料の書誌
データから作品単位を識別する手法に関す
る研究を進め、研究成果を Digital Library 領
域の重要な国際会議である JCDL他において
発表した。（学会発表⑨⑬） 

 さらに、本研究では、マンガの知的な内容
やマンガに関連する事物等を利用して、マン
ガ同士、あるいはマンガと他のリソースを結
び付けることでマンガへのアクセス性が向
上するという視点に立ち、こうした内容や事
物を表現するためのメタデータに関する検
討を進めた。MMF においては FRBR の第 3
グループ実体を基礎としている。この検討に
基づき、マンガのためのオントロジーを作成
した（図 3参照）。（学会発表⑦⑧） 

(2)  ディジタルマンガの構成形式の研究 

MMF の構造的記述と知的内容記述の視点

を中心として、制作されるマンガそのものと
マンガ制作過程において必要とされる情報
資源や作り出される中間制作物の再利用等、
ディジタル環境の特色を活かしたマンガ制
作に関する研究を進めた。ここでは、マンガ
制作の上流過程において作家がアイデアメ
モを記述し、それをネーム作成にまで生かす
過程についての検討を進めた。ここでは、何
名かのマンガ作家の制作過程について検討
し、付箋紙のメタファを用いた上流工程の制
作支援のモデルを提案した。また、マンガの
制作過程で作り出される種々の中間制作物
や制作過程で利用された情報資源の 2次的利
用といった面から、ディジタル環境が持つ利
点をマンガ制作と利用に生かす方法につい
ての研究をメタデータの視点を中心に進め
た。（雑誌論文①、学会発表⑪⑫） 

(3)  マンガ制作の上流工程支援方法に関す
る研究 

本研究では、引用文献[2]で述べたマンガ制
作の上流工程のステップを基礎として、 上
記(1)(2)で得たマンガのためのメタデータに
関する基礎的な知見とディジタル環境にお
けるマンガとその制作過程の特徴に関する
知見を利用し、マンガ制作の上流過程を支援
するツールを試作した。本ツールは、構想段
階を支援するために構想段階で使われる
種々の資料に関する記述とその記録を再利
用のために残す機能、構想に基づいて作られ
るプロットからネームの作成に至る過程を
支援するための機能からなっている。 

マンガの構想段階では、作成するマンガの
ストーリーの下敷きとなる資料、マンガの世
界観とその中で登場するキャラクタの位置
づけや特徴づけに関する記述、さらにストー
リーに関連する様々な情報資源に関する記
述を、制作するマンガのストーリーと関連付
けて記録していく必要がある。本研究では、
こうした記録を残し、制作中のマンガ制作に
利用するのみならず、将来の制作において再

 
図 4 マンガオーサリングツールの要素と
生成される実体 図 3 マンガオントロジーの上位クラス 



利用することを目指した機能を実現した。さ
らに、構想段階からネーム作成段階を支援す
る機能を含め、マンガオーサリングツールと
して実現した。このツールには、(1)制作する
マンガに関する資料に関する記録を残すた
めのエディタである設定資料ノート（Setting 
List）、(2)マンガのストーリーに関わるプロッ
トと関連する資料の記録をストーリーのシ
ーン単位で記録し、残すためのボックスプロ
ット（Box Plot）、(3)シーン単位で見開きペー
ジに割り当てるためのプロットイット
（Plot-it）、そして(4)作成されたシーンを基に
ネームを作るためのネームエディタ(Story 
Board)からなる。（図 4にこれらの機能とそこ
で作り出される実体間の関係を示す。）作成
したツールの有効性を確かめるための評価
実験を行い、それらをまとめて電子情報通信
学会誌から論文として発表した。（雑誌論文
①、学会発表③⑦） 

(4)  ディジタルマンガの読書環境に関する
研究 

本研究に先立つ研究（引用文献[3]）を基礎
にして検討を開始したが、詳細な構造記述の
コストが高く、それを下げるには制作過程で
のメタデータ埋め込みツールの必要性が明
らかとなった。しかしながら、本研究におけ
るツールづくりは上流工程におけるものに
限定せざるを得なかったので、ストーリー内
容等、マンガの読書に関わるメタデータにシ
フトして研究を進めた。その結果、マンガの
内容に関するオントロジーを利用し、マンガ
の排列のためのマンガの内容記述、マンガの
シーン分析による特徴記述等研究成果を得
た（学会発表①②⑤⑩）。 

 本研究では、コミックマーケット（コミケ）
において発表される同人誌のためのメタデ
ータについても研究を進めた（学会発表④
⑥）。マンガはサブカルチャーとして発展し
てきたため、図書館等の公的機関が収集対象
となってこなかった。こうした同人誌が収集
されることは稀であり、記録と流通の両面に
おいてネットワーク環境に適したメタデー
タの研究は重要であると考えている。 

 以上のように、本研究はディジタルマンガ
の制作工程を支援するためのツール開発を
中心に開始し、先に述べたツールを開発し、
論文発表を行うことができた。また、研究代
表者が携わってきたディジタルアーカイブ
に関する研究と本研究から得た知見に関し
てイギリスで出版された学術図書の 1章に含
めた（引用文献[4]）。 

最後に、本研究全体を通じて得た総合的な
知見を以下に示してまとめとしたい。 

マンガは、クールジャパンの中で重要なコ

ンテンツと認められており、文化庁によるメ
ディア芸術アーカイブ事業等によってデー
タ収集が進められている。その一方、インタ
ーネット上でのマンガへのアクセスは、マン
ガの持つ特性を十分に反映したものになっ
ておらず、本研究ではインターネット上での
マンガへのアクセスの面も含めて研究を進
めた。ディジタル環境で行われるマンガの制
作が一般的になってきており、こうした過程
において適切なメタデータを抽出・作成が機
械的に行えるようになれば、マンガへのアク
セス性がより高まると思える。 

研究代表者等は、本研究と並行して、Web
上に集積されたディジタルコンテンツへの
アクセス性を高めるための有力な技術的潮
流である Linked Data を利用してディジタル
アーカイブの利用性向上のための研究を進
めてきた。現時点では、アーカイブされたコ
ンテンツと新たに発信されるコンテンツの
結び付けは十分であるとはいえないが、ディ
ジタル環境で出版されるコンテンツを Web
上のアーカイブされたコンテンツと結びつ
けることによって新たなジャンルのコンテ
ンツ作りと新たな形態の読書の環境が形成
されることが期待できると考えている。 

また、従来は全く違うメディアであった放
送とマンガの間の違いがディジタル環境に
おいては本質的な違いではなくなる可能性
もある。このことは、MMFの構造表現が TV 
Anytime を基礎として定義できることからも
想像できる。従来は異種のメディアとされて
きたコンテンツ同士をつなぐこと、さらにそ
れらのアーカイブ同士をつなぐことによっ
て新たなコンテンツの利用形態が生み出さ
れるであろうことも想像できる。Web上で異
種のディジタルコンテンツをつなぐための
メタデータ技術重要性は今後ますます大き
くなっていくと思われる。 
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